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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
それでは、まず平成２９年度の幼稚園を除く特定教育・保育施設、特定地域型保育事業の申請及び内定状況を報告させていただきます。

平成２８年の１１月に１次募集、２月３日で２次募集を締め切った現在の状況となっております。
まず、１号ということで、前回会議で報告させていただきましたとおり、４月１日からおひさま保育園さんが幼保連携型認定こども園に移行される予定となっており、おひさま保育園さんの１号部分に申請された方が２名、次に2号ということで3歳以上の申請者が933名、最後に3号ということで3歳未満の申請者が440名で全申請者は1,375名でした。
調整の結果、申請してくださった方全員が内定という形で、定員内に収まっており、４月時点で待機になる方はありません。
ちなみに、1,375名というのは平成２８年４月の全入所者数が1,366名なので、申請者が今年度より9名多い状況になっております。

次のスライド➡
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、平成２９年度の各施設の利用定員と残りの受け入れ可能数を説明させていただきます。

各施設の平成２９年度の利用定員を合計すると、１号認定が２名、２号認定が1,009名、3号認定が497となり、合計で1,508名の定員となります。
先ほど説明したように、1,375名の申請者全員内定している状況の中で各施設の残りの受入数の合計については、1号認定が0名、2号認定が76名、3号認定が69名で合計で145名の受入枠が現在残っている状況であります。

また、利用定員の中には、待機児童対策として、公立保育所1歳児クラス2クラスを今年度より増設すること及び、後ほどその他のところで説明させていただきますが、前回会議で皆様にご意見いただき意見を元に市が1か所の認可を予定している和歌山中央幼稚園さんの小規模保育の定員も含めております。

ただ、3号認定について、69名の残り枠は予定しているものの今年度と同じような推移で随時申請があると、年度途中の待機児童が発生する可能性というのもあると考えていますので、年度途中については国で認められている定員の１２５％までの弾力受入を行っていただける施設を探し、あらたな待機児童を発生させないようにと考えていますが、公立、私立ともに保育士不足という問題も抱えておりますので不安なところであります。

以上で、平成２９年度特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の量の見込みと利用定員について事務局からの説明とさせていただきます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
はい、それでは子どもの貧困問題への取り組みというところで、皆様方の御意見をうかがう前に事務局から少し説明させていただきます。

子どもの貧困問題については、新聞・テレビなどの報道で皆様方も既にご存じであると思います。最近であれば、取り組みの一環として「子ども食堂」などがよくメディアに取り上げられています。

まず、平成26年6月に子どもの貧困対策に関し、基本理念を定め、国等の責務を明らかにし、子どもの貧困対策を総合的に推進することを目的として「子どもの貧困対策の推進に関する法律」が施行されました。

資料にもいれさせてもらっている、この法律の第8条に国は子どもの貧困対策を総合的に推進するため、子どもの貧困対策に関する大綱を定めなければならないと規定されており、 こちらも本日の資料でくばらせていただいていますが、2か月後の平成26年8月に「子供の貧困対策に関する大綱」が閣議決定され策定されました。

現在は、大綱に基づき和歌山県においては平成29年3月末策定予定で、県の推進計画を現在策定中と聞いております。各市町村においては、それぞれ子どもの貧困対策に取り組んでいる状況となっております。

➡次のスライド
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、平成２７年３月に策定した岩出市子ども・子育て支援事業計画の中で、当市が子どもの貧困対策として取り上げている事業になります。
ただ、左側に【再掲】となっておりますように、どの事業も「子どもの貧困対策」として単独で実施している事業ではなく、国、県の制度の中で子どもの貧困対策に関係するような事業をピックアップし
た形として現在は取り組んでいます。

➡次のスライド
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらは、国の大綱の中で子どもの貧困率を算出するために用いられている、それぞれの数値になります。
ただ市町村単位で貧困率を算出するような場合、分母となる対象者がすくないため、このような数値だけで貧困率を算出するのはむつかしく、現在独自に子どもの貧困の実態調査を行っている市町村もあります。

➡次のスライド
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらの指標も、同じように国の大綱で指標に用いている数値になります。
いずれも生活保護世帯、ひとり親家庭世帯を支援する制度となっています。

簡単ではありますが、ここまで事務局から子どもの貧困対策について説明させていただきましたが、この子どもの貧困対策については市議会でも質問にあがるように関心が高く、市といたしましても皆様方の意見等を参考に今後の取り組みを検討していきたいとかんがえております。
ただ、児童虐待家庭等を見ておりますと、こどもの貧困の原因は様々で、ひとつの家庭が複数の課題を抱えていることが多いので、様々な施策を組み合わせて支援していく必要があり、何か特定の施策によって解決するものではないという認識も市としてもっております。

それでは事務局からの説明は以上になりますので、桑原会長よろしくお願いします。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
それでは、岩出市子育て応援企業についてですが、「キッズコーナーの設置」や「親子で参加できるイベントの実施」、「子どもの体験活動の支援」を行っている事業所から申請があれば、状況を確認し応援企業として認定されれば、右上のステッカーを事業所内に貼っていただき、応援企業ということで市のウェブサイトで紹介しています。
また、国や県、民間団体さんの子育てイベントのチラシなどを応援企業の窓口に設置してもらい連携を図ることで、より多くの市民の方に子育てに関する情報の提供をおこなっています。
平成２９年２月末現在で２４社の登録があります。平成３１年度までの市の目標は３０社になりますので、委員の皆様方におかれましては応援企業に該当するような事業所さんがありましたら事務局まで情報提供願います。

以上です。


	第10回�岩出市子ども・子育て会議�平成29年3月3日
	平成２９年度特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の�量の見込みと利用定員について（幼稚園除く）
	スライド番号 3
	Ｈ２６．６　子どもの貧困対策の推進に関する法律
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8

